
令和８年度 事業計画ならびに収支予算 

 

１．はじめに 

当振興会におきましては皆様のご支援により、令和７年度も引き続き「公益

財団法人」として、物流博物館の運営に力を注いでまいりました。 

同館においては、令和７年度は各関係先に協力を要請し常設展示パネルの更

新を図ったほか、増加する外国人来館者に対応するため展示キャプションの英

語文の追記を実施しております。また、物流関係企業の内定者・新人研修での

館利用、小学生のほか中高生など青少年の館利用にも積極的に取り組んでまい

りました。 

令和８年度は、前年度と同様、催事・共催事業を積極的に行うとともに、企画

展を開催し、常設展示につきましては、リニューアルに向けての展望を踏まえ

ながら、単年度中に可能な範囲での展示構成の変更や修正、機器の更新等を引

き続き実施いたします。また、館内整理及び所蔵する各種資料の整理を推進し、

老朽化している設備への対応に取り組んで参ります。 

以上を通じ、設立意義を実現する博物館の運営にさらに取り組んでまいりま

す。 

 

２．令和８年度の事業計画について 

Ａ．重点推進項目 

次の各項目を重点推進項目として取り組みます。 

（１）企画展の開催、常設展示の改良・催事・共催事業の実施 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

（４）運営資金の確保 

Ｂ．具体的な活動について 

（１）企画展の開催、常設展示の改良・催事等の実施 

令和８年度は、日常的な来館者の満足度の向上をはかることを重点課

題とし、常設展示の修正及び、可能な範囲での機器類の更新を実施し、

また、馬での輸送に関する企画展を開催します。これらに加え、以前開

催した企画展を流通経済大学に共催事業として巡回し、同大学との連携

事業を実施します。 

催事については、令和７年度と同様、夏休み行事（段ボール工作イベ

ントなど）、こども向け映画会（１２月）、鉄道模型運転会（２月）、録画

配信を併用した古文書講座初級編及び古文書講座中級編（いずれも２月

～３月)などを実施するほか、日本通運㈱が過去に製作し、近年デジタル

化を完了した映画などの上映会を引き続き毎月開催します。また、ＪＲ

貨物音楽部ミニコンサート（９月）を開催します。 

以上の活動を通じ、広く一般に親しまれる博物館としての取り組みを

さらに進め、日常的な集客を目指します。 

（２）一般入館者および団体見学増に向けた広報活動の強化 

新聞、雑誌、ＷＥＢサイト、テレビ、ラジオ等で頻度高く紹介される

よう情報発信に努め、またＳＮＳを積極的に活用して館の活動の周知を



図り、さらに大学や博物館連携団体・物流業界団体・学術団体などとの

タイアップにも取り組みます。 

集客については、内定者・新人研修をはじめとした企業研修、学校団

体見学、一般団体見学の誘致に引き続き努めるとともに、近年増加して

いる個人来館者やリピーターの確保に注力し、積極的な周知活動に取り

組みます。企画展や各種催事に際してだけではなく、日常的にＳＮＳな

どで情報発信することにより、コンスタントな来館者増を目指します。 

あわせて、従来から実施しているポイントカード制度を継続し、リピ

ーター確保の一助とします。 

（３）収蔵資料の整理・データ化の推進 

収集後、未整理となっている収蔵資料について引き続き計画的に整理

作業を実施します。 

（４）運営資金の確保 

博物館関連事業の事業収入増の実現は大変厳しい情勢にありますが、

効率的運営の徹底による費用節約にさらに努め、最大限の事業活動を遂

行できるよう運営資金の確保に努めます。 

Ｃ．その他 

以上の他、当財団定款に則り、必要と認める事項に随時取り組みます。 

 

３．令和８年度予算 

Ａ．収入 

入館者数は前年度実績により１３千人を想定し、入館料収入を算出しまし

た。収入合計は前年度予算を５４５千円上回る３９，９４４千円で策定しま

した。 

Ｂ．支出 

事業活動支出合計は前年度予算を６０８千円上回る３９，７２５千円で策

定しました。うち、事業支出は前年度予算を６５６千円上回る３６，８９９

千円とし、管理支出は前年度予算を４８千円下回る２，８２６千円で策定し

ました。 

また、投資活動支出は前年度予算を６３千円下回る２１７千円で策定しま

した。 

Ｃ．収支差額 

したがって令和８年度収支予算による収支差額は、２千円の黒字の見込み

です。 

以 上  


